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近
世
越
前
に
お
け
る
越
前
岬
以
北
の

し
い
ら
漬
漁
場
争
い
に
つ
い
て

岡

健

彦

田

は
じ
め
に

安
永
期
か
ら
天
明
期
(
一
七
七
一

1
一
七
八
八

年
)
に
か
け
て
の
福
井
藩
中
領
蒲
生
浦
と
小
丹
生
浦

か
ら
下
の
大
丹
生
浦
、
南
菅
生
浦
、
北
菅
生
浦
、
長

橋
浦
、
松
陰
浦
、
蓑
浦
、
和
布
浦
ま
で
の
福
井
藩
下

領
八
ケ
浦
図
l
と
で
海
論
が
あ
っ
た
。
(
註
1
)

福
井
市
白
浜
欣
浄
寺
文
書
か
ら
こ
の
海
論
に
つ
い

て
述
べ
て
み
た
い
。

蒲
生
浦
は
、
し
い
ら
沖
漬
漁
は
往
古
よ
り
や
っ
て

い
る
事
で
あ
る
と
実
績
を
主
張
し
、
八
ケ
浦
は
漬
漁

に
は
往
古
か
ら
互
い
に
極
め
事
に
な
っ
て
い
る
各
浦

の
糸
地
が
あ
り
、
糸
地
は
瀬
の
外
の
沖
ま
で
占
有
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

糸
地
と
は
、
海
岸
か
ら
遠
く
離
れ
た
沖
合
に
出
て

先
ず
本
論
の
前
に
し
い
ら
漬
、
糸
地
に
つ
い
て
説

そ
れ
ぞ
れ
の
山
図
2
の
形
と
、
海
岸
に
近
い
特
定
の

山
の
頂
や
山
腹
の
斜
面
と
の
見
通
し
と
、
嶋
・
岬
な

ど
と
の
見
通
し
と
の
重
な
り
合
い
に
対
し
て
名
付
け

明
し
、
こ
の
漬
漁
場
の
争
い
の
や
り
取
り
を
通
し
て

糸
地
と
暢
漬
の
関
係
、
そ
し
て
な
ぜ
争
い
に
な
っ
た

か
、
お
よ
び
鰭
漬
漁
の
発
展
と
問
題
点
を
考
え
て
み

た
名
称
で
あ
り
、
漁
場
・
海
境
を
指
し
て
い
る
。

る
こ
と
と
す
る
。

和布

左右

岬諦埼

玉川

岡
田

近
世
越
前
に
お
け
る
越
前
岬
以
北
の
し
い
ら
漬
漁
場
争
い
に
つ
い
て

越前岬以北の浦々(日本歴史地名大系・福井県全図(平凡社)引用)図 1
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図2 鱈漬木場山当図(蒲生青木喬蔵(福井市史資料編(絵図・地図))

注)糸地山のみ抜書写し調製。糸地山は地図の山名と相違している。

鱈
漬
に
つ
い
て

近
年し
の い
福ら
井の
県 漁
の獲
しは
い 昔
らも
漁現
獲在
はも
平 専

空主
九漁
年ド
(よ
二る

0

0
七
年
)
以
降
実
績
が
挙
が
っ
て
い
な
い
表
1
0
県

の
操
業
許
可
で
き
る
総
数
枠
は
昭
和
五
七
年

(
1
9
8
2
)
か
ら
四
四
隻
分
(
一
隻
に
つ
き
漬
は

二
一
ヶ
所
か
ら
二
五
ケ
所
枠
)
表
2
あ
る
が
申
請
許

可
免
許
は
越
前
町
・
敦
賀
市
・
お

お
い
町
・
若
狭
町
に
限
ら
れ
て
い

る
魚
価
が
低
く
利
益
が
上
が
ら
な

い
か
ら
一

O
年
前
で
三
・
四
隻
が

操
業
し
て
い
た
が
、
許
可
申
請
を

す
る
船
が
更
に
減
少
し
こ
こ
数
年

で
一
隻
と
な
り
(
お
お
い
町
大
島

漁
協
梅
田
一
男
)
、
平
成
二
一
年

で
は
誰
も
操
業
し
な
い
状
況
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
従
っ
て
漬
以
外

の
定
置
網
や
釣
り
で
漁
獲
さ
れ
た

鰭
が
時
々
市
場
に
出
回
っ
て
い
る

が
数
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
状
況
が
続
け
ば
漬
漁
は
絶
え

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

/-" 
、 j

し
い
ら
づ
け

漬
漁
と
は
一
般
的
に
は
鱈
漬
漁
の
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
の
漁
は
海
面
の
浮
遊
物
に
集
ま
る
鰭
・
鰍

な
ど
の
習
性
を
利
用
し
て
い
る
が
、
山
陰
・
北
陸
で

昔
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
た
漁
法
で
、
海
面
に
漬
木
を

敷
設
し
そ
れ
に
集
ま
っ
た
鰭
・
鰍
な
ど
の
魚
群
を
網

や
釣
り
で
捕
獲
す
る
治
法
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
多
く
の
日
本
海
沿
岸
で
は
又
、
こ
の

19年福井県水産統計から

福井県農林統計協会21年3月作成

年度 漁獲量トン 生産額百万円

H14 74 17 

15 143 10 

16 167 13 

17 124 8 

18 82 6 

19 ... ... 

福井県しいら漁表 1

しいら漬漁業

申請者の住所 漁場 操業期間 隻数 l許可当たりの漬の数

越前町 1 7/1 ~ 10/31 3 12個以内

越前町 2 7/1 ~ 10/31 l 12個以内

越前町 3 6/1 ~ 10/31 6 12個以内

敦賀市 4 6/16~ 10/15 4 15個以内

おおい町 5 6/16~ 11/30 24 25個以内

高浜町和田地域 6 7/15~ 11/30 6 25個以内

県農林水産部水産課資料、漁場図は省略する

表2
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若
狭
・
越
前
地
方
で
は
漬
に
集
ま
っ
た
鰭
の
漁
獲
は

釣
り
に
よ
っ
た
。
九
州
地
方
で
は
施
網
に
よ
り
捕
獲

し
た
。
尤
も
福
井
県
で
も
昭
和
四
O
年
頃
か
ら
施
網

が
使
用
さ
れ
だ
し
た
。

漬
木
の
筏
は
県
内
で
は
一
般
的
に
上
か
ら
順
に
二

本
、
三
本
、
四
本
、
五
本
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
に
四
段

に
組
ま
れ
十
数
本
を
ロ

l
プ
で
数
カ
所
結
束
し
て
あ

る
。
長
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
六
問
、
五
問
、
四
問
、
三
間

と
順
次
短
く
な
っ
て
い
る
(
福
井
市
史
・
漁
場
図
)
0

明
治
の
頃
く
ら
い
ま
で
は
桐
を
利
用
し
て
い
た
が
、

桐
不
足
で
孟
宗
竹
に
代
わ
っ
た
。
孟
宗
竹
の
左
右
ど

ち
ら
か
の
節
の
内
側
が
切
れ
目
で
波
音
が
出
る
よ
う

に
工
夫
さ
れ
て
い
る
図
3
。ふ

く

ら

ぎ

縄
が
主
で
次
い
で
鰍
・
福
来
魚
、
そ
の
他
ヒ
ラ
マ

サ
・
カ
ツ
オ
・
カ
ン
パ
チ
・
カ
ワ
ハ
ギ
・
オ
キ
ア
ジ

な
ど
が
寄
る
。
鱈
は
刺
身
・
塩
焼
き
な
ど
で
食
す
る

の
が
大
変
美
味
し
い
。
し
か
し
夏
場
の
魚
で
あ
る
の

で
鮮
度
の
保
持
が
難
し
く
昔
は
専
ら
塩
物
に
加
工
し

3 

図
3

鱈
漬
木
・
岡
田
健
彦
文
書

海
商
の
漬
木
に
鰭
が
寄
っ
て
い
る
。

海
底
に
砂
俵
が
あ
る

て
出
荷
さ
れ
た
。

漁
場
は
沖
合
四
里
位
迄
は
瀬
の
内
、
即
ち
磯
漬
。

そ
れ
以
遠
の
沖
の
漬
は
瀬
の
外
で
あ
り
沖
漬
と
い
わ

れ
た
。大

正
時
代
初
期
ま
で
の
無
動
力
船
で
は
、
漬
は
沖

合
一
五
里
ぐ
ら
い
迄
だ
っ
た
が
、
大
正
一

0
年
代
の

発
動
機
・
動
力
船
の
普
及
に
よ
っ
て
六
O
浬
(
二

八
里
位
)
も
沖
合
へ
漁
場
の
拡
大
に
な
っ
た
。
そ
し

て
沖
に
向
け
漬
を
一
・
五
回
位
の
間
隔
で
二
・
三
ケ

所
か
ら
一

O
ヶ
所
位
を
設
置
し
た
。
尤
も
明
治
初
年

の
白
浜
浦
の
沖
漬
漁
の
例
で
は
八
回
(
二
里
)
間
隔

で
漬
木
を
施
設
し
て
い
る
図
4
0

な
お
、
鰍
も
鰭
と
同
じ
習
性
で
儒
漬
木
に
群
れ
る

の
で
あ
る
。
鰍
漬
に
つ
い
て
は
、
明
治
一
一
年
小
樟

浦
水
産
事
項
取
調
(
小
樟
区
有
文
書
)
に
「
桐
ノ
木

ヲ
数
十
本
結
ピ
カ
ラ
ケ
是
ニ
碇
ヲ
付
海
中
ニ
浮
へ
置

ク
是
ヲ
附
ト
云
フ
、
其
陰
エ
該
魚
ヲ
集
メ
憩
遊
ス
ル

モ
ノ
ナ
リ
、
釣
捕
ス
ル
ヲ
便
ト
ス
」
と
あ
り
、
そ
し

て
附
は
夏
土
用
後
よ
り
秋
ノ
土
用
ま
で
の
付
場
と
す

る
、
則
ち
八
月
上
旬
か
ら
一
一
月
上
旬
ま
で
を
漁
期

と
し
た
か
ら
、
鰭
漬
よ
り
二
ヶ
月
程
始
期
が
遅
れ
終

期
は
一
ヶ
月
ほ
ど
ず
れ
る
。
そ
し
て
漁
期
が
終
わ
れ

ば
砂
俵
の
綱
を
切
り
、
漬
木
は
持
ち
帰
る
。

岡
田

近
世
越
前
に
お
け
る
越
前
岬
以
北
の
し
い
ら
漬
漁
場
争
い
に
つ
い
て

糸
地
に
つ
い
て

シ
」
じ

「
糸
地
」
は
本
来
は
い
と
じ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

往
古
は
居
途
路
・
糸
渡
路
・
糸
途
地
・
糸
地
な
ど
と

表
記
さ
れ
た
が
、
江
戸
時
代
も
中
葉
に
な
る
と
省
略

レ
し
い
υ

さ
れ
途
地
・
渡
路
・
糸
地
と
記
載
さ
れ
呼
ば
れ
る
よ

、
つ
に
な
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
一
般
的
に
「
山
あ
て
」
と
謂
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
ト
ジ
と
い
う
一
言
葉
は
越
前
各
浦
固
有
の

呼
称
で
、
敦
賀
辺
り
か
ら
加
賀
の
橋
立
辺
り
ま
で
で

使
用
さ
れ
て
い
た
(
小
塩
町
の
中
田
正
二
七
O
才
談
)
。

し
つ
ら

能
登
の
西
海
七
浦
辺
り
は
「
山
目
」
。
若
狭
辺
で
は

世
久
見
は
「
山
見
」
、
下
中
郡
外
八
ケ
浦
で
は
「
山
筋
」
、

神
子
浦
は
「
山
目
」
・
「
山
目
筋
」
な
ど
と
い
わ
れ

る
。
海
上
か
ら
見
て
遠
方
の
見
当
て
の
山
々
の
頂
、

峰
、
谷
間
、
稜
線
と
沿
岸
に
近
い
山
と
を
見
通
し
、

か

み

し

も

上
や
下
の
山
或
い
は
岬
の
突
端
、
嶋
の
側
面
な
ど
と

結
ぴ
位
置
場
所
を
確
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
漁
場
の

位
置
や
海
境
を
確
定
す
る
往
古
か
ら
の
漁
民
の
技
法

で
あ
る
。

但
し
、
今
争
っ
て
い
る
地
域
の
居
倉
浦
か
ら
和
布

か
み

浦
の
浦
々
で
は
、
遠
方
の
山
々
と
上
の
山
或
い
は

し
も
や
ま

下
山
又
は
南
北
の
岬
・
嶋
な
ど
を
見
当
て
に
し
て
い

る
(
白
浜
町
板
倉
音
吉
談
剖
才
)
。
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五
十
四
巻
二
号

4 

漁
民
は
特
に
船
頭
や
舵
取
り
に
は
ト
ジ
の
知
識
は

十
分
心
得
て
置
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
沖
漁
や
回

船
の
航
海
に
あ
っ
て
は
遠
方
の
山
々
を
読
め
る
知
識

は
必
須
の
要
件
で
あ
る
。
震
や
霧
が
一
瞬
晴
れ
た
と

き
な
ど
流
さ
れ
た
自
船
の
位
置
が
ど
の
辺
り
に
い
る

か
直
ぐ
判
断
が
出
来
な
け
れ
ば
、
あ
ら
し
の
時
進
む

べ
き
方
角
の
判
断
を
誤
り
即
刻
遭
難
の
危
険
が
伴
う

の
で
あ
る
。

ト
ジ
は
後
に
は
転
じ
て
漁
場
そ
の
も
の
を
指
す
場

合
に
も
使
わ
れ
る
。
事
保
五
年
十
月
十
七
日
「
口
上

之
覚
」
(
港
町
漁
家
組
合
文
書
)
に

夜
釣
り
い
か
付
ケ
之
義
ハ
と
ち
(
糸
地
)
の

場
所
ニ
御
座
候

此
夜
つ
り
い
か
付
ケ
之
義
ハ
、
岡
崎
之
と
ち

い
か
・
さ
ば
之
場
所

と
申
而
、

ニ
雨
、
殊
ニ
五
月
末
最
中
に
御
座
候
事

ま
た
、
海
境
と
し
て
湾
の
境
界
を
「
本
ト
ウ
ジ
、
西

ト
ウ
ジ
、
東
ト
ウ
ジ
」
な
ど
記
載
し
て
い
る
。

漁
場
争
い
の
経
緯
と
双
方
の
申
分

天
明
元
年
(
一
七
八
一
)
閏
五
月
、
南
菅
生
・
北

菅
生
・
長
橋
・
松
陰
・
蓑
・
和
布
の
六
ケ
浦
か
ら
蒲

生
浦
の
鯖
漬
場
に
つ
い
て
の
訴
訟
が
福
井
藩
下
領
奉

行
宛
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
自
分
達

の
鰍
漬
場
の
沖
で
あ
る
瀬
の
外
の
横
尾
一
つ
・
横

尾
二
つ
の
糸
地
(
漁
場
)
に
、
蒲
生
浦
猟
師
共
が
昨

年
鰍
漬
木
二
一
ヶ
所
入
れ
夏
中
猟
を
し
た
為
、
瀬
の
内

の
磯
木
に
は
鰍
付
か
ず
甚
だ
不
猟
難
渋
に
な
っ
た
。

こ
こ
横
尾
一
つ
・
横
尾
二
つ
は
遠
い
瀬
沖
で
あ
る
が

我
等
の
糸
地
(
漁
場
)
で
あ
る
。

「
浦
々
ニ
地
先
キ

糸
地
と
申
物
有
之
・
・
糸
地
ハ
格
別
、
他
浦
之
沖
へ

新
規
鰍
付
木
等
入
申
事
ハ
先
規
よ
り
浦
法
も
有
之
候

問
、
不
罷
成
義
ニ
而
御
座
候
」
と
訴
え
、
蒲
生
浦
に

横
尾
一
つ
よ
り
下
へ
は
漬
場
入
ら
な
い
よ
う
申
し
付

け
て
ほ
し
い
。
若
し
引
き
続
き
希
望
を
す
る
な
ら
一

お
ろ

年
切
り
の
場
賃
で
一
作
打
し
に
し
た
い
。
と
の
願
書

が
出
さ
れ
る
。

一
ヶ
月
後
の
六
月
更
に
小
丹
生
・
大
丹
生
浦
が
六

ケ
浦
側
に
加
わ
り
、
八
ケ
浦
か
ら
改
め
て
訴
訟
状
が

提
出
さ
れ
る
と
、
同
年
七
月
に
は
蒲
生
浦
か
ら
返
答

書
が
出
さ
れ
、
八
月
八
ヶ
浦
か
ら
再
応
答
書
提
出
が

さ
れ
て
い
る
。

(
一
)
八
ヶ
浦
訴
状

天
明
元
年

(
1
7
8
1
)
六
月
小
丹
生
浦
他
七
ケ

浦
が
庄
屋
・
長
百
姓
連
署
で
訴
え
出
た
内
容
は
、
蒲

生
浦
が
安
永
五
年

(
1
7
7
6
)
か
ら
鰍
漬
木
を

他
浦
地
先
へ
二
ケ
所
打
ち
(
施
設
す
る
こ
と
)
、
昨
年

の
安
永
九
年

(
1
7
8
0
)
糸
地
検
尾
一
一
つ
、
横
尾

一
つ
へ
二
一
ヶ
所
の
鰭
漬
木
、
中
ノ
物
へ
二
ケ
所
計

五
ヶ
所
打
つ
。
蒲
生
浦
の
行
為
は
打
ち
捨
て
が
た
い

事
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
に
過
ち
が
判
り
、
改
め
る

と
思
い
見
各
め
ず
穏
便
に
済
ま
し
て
き
た
し
、
莱
崎

浦
と
も
鰭
漬
の
件
で
訴
訟
中
で
あ
っ
た
の
で
、
御
上

か
ら
も
蒲
生
浦
の
件
に
つ
い
て
は
暫
く
待
つ
よ
う
指

導
が
あ
り
、
安
永
五
年
の
懸
合
は
昨
年
見
合
わ
せ
た

の
で
あ
る
。

天
明
元
年
鱈
漬
木
打
ち
入
り
前
の
五
月
に
、
ま
た

ま
た
増
長
し
四
ケ
所
昨
年
の
場
所
と
違
っ
た
下
沖
へ

打
ち
出
し
た
。

則
ち
小
丹
生
浦
・
大
丹
生
浦
両
村
の
糸
地
先
大
ず

い
出
し
上
の
沖
の
莱
崎
沖
に
一
ヶ
所
、
瀬
沖
の
中
ノ

物
壱
は
い
か
れ
の
浜

横
尾
の
方
へ
片
寄
せ
て
一
ケ

所
、
菅
生
・
長
橋
の
糸
地
先
横
尾
一
つ
、
横
尾
二
つ

の
下
り
に
二
ヶ
所
で
あ
る
。
そ
こ
で
下
領
奉
行
所
へ

訴
え
た
の
で
あ
る
。

(
傍
点
筆
者
以
下
同
じ
)
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【
蒲
生
浦
と
莱
崎
浦
の
出
入
り
要
旨
】

安
永
九
年
六
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
蒲
生
浦
舟
持
舟
頭
連

き名
た二
場。
所人
へか
菜ら
崎「
浦此
だ度晶、

規先
に年
鰭か
漬ら
け蒲
木生
主浦
三二 品雪

智t泊
三漬
ヶけ
所し
)て

打
つ
、
一
一
一
一
年
以
前
の
明
和
四
年
(
一
七
六
七
)
に
一
柄
そ

し
て
去
々
年
の
安
永
七
年
(
一
七
七
八
)
に
一
柄
入
れ
た
が

隣
浦
の
好
身
で
見
逃
し
て
き
た
が
蒲
生
浦
猟
場
差
支
に
つ

き
」
漬
木
取
払
方
を
村
役
人
へ
訴
え
た
出
来
事
で
あ
る
。
奉

行
所
が
絵
面
等
で
調
べ
た
と
こ
ろ
双
方
共
相
違
し
て
い
た
の

で
蒲
生
了
莱
崎
一
年
ご
と
に
漬
木
を
交
代
す
る
案
を
示
す
も

不
調
に
な
っ
た
た
め
、
三
柄
を
半
分
に
す
る
仲
裁
案
を
出
し

た
が
、
蒲
生
浦
は
納
得
せ
ず
来
年
の
夏
、
海
に
出
て
再
度
見

分
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
結
果
は
不
明
。
こ
の
な
か
で

蒲
生
浦
の
主
張
は
、
蒲
生
浦
の
夏
秋
の
鰭
漁
は
だ
い
た
い
沖

漁
で
あ
る
が
、
茶
崎
浦
は
古
来
よ
り
沖
付
け
の
場
所
は
な
い

浦
で
あ
る
と
い
う
。

(
ニ
)
蒲
生
浦
返
答
書

こ
れ
に
対
し
蒲
生
浦
か
ら
天
明
元
年
七
月
総
代
・

長
百
姓
・
庄
屋
連
名
で
返
答
書
が
出
さ
れ
る
。

八
ヶ
浦
は
沖
漬
木
に
つ
い
て
は
五
年
前
か
ら
と

① ② 

訴
え
て
い
る
が
古
来
よ
り
の
仕
来
た
り
で
あ
る
。

指
摘
の
四
ヶ
所
は
蒲
生
浦
海
先
沖
の
漁
場
で
菅

生
・
長
橋
の
糸
地
先
な
ど
は
な
い
。
則
ち
横
尾

5 

一
つ
大
高
見
は
蒲
生
浦
地
付
根
付
の
海
先
で
あ

る
。
蒲
生
浦
が
漬
木
し
て
い
る
一
一
一
ケ
所
の
引
取

を
申
し
て
い
る
が
他
浦
沖
へ
は
漬
木
は
入
れ
て

、a
t
、4
0

U
J
h
v
u
 

③ 

菅
生
・
長
橋
が
莱
崎
浦
万
右
衛
門
、
嘉
兵
衛
へ

一
作
杯
し
の
横
尾
一
つ
・
大
高
見
は
、
蒲
生
浦

地
付
根
付
の
海
先
で
あ
る
の
で
取
り
払
い
願
い

た
い
、
蒲
生
浦
の
古
来
か
ら
の
権
利
を
申
し
立

て
る
。

七
月
二
一
白
人
ケ
浦
の
役
人
は
下
領
役
所
へ
召

し
出
さ
れ
、
蒲
生
浦
返
答
書
を
読
み
聞
か
さ
れ
、

そ
の
上
で
八
ケ
浦
の
再
返
答
書
の
提
出
を
命
じ

ら
れ
る
。

( 

一一
) 

八
ケ
浦
再
応
答
書

天
明
元
年
八
月
八
ケ
浦
の
反
論
内
容
は

① 

鰭
漁
の
沖
漬
は
ど
の
浦
に
も
古
来
よ
り
は
無
く
、

蒲
生
浦
が
五
ヶ
年
以
前
の
安
永
五
年
か
ら
始
め

た
の
が
最
初
で
あ
る
。
大
丹
生
・
小
丹
生
の
海

先
中
ノ
物
か
れ
の
浜
と
申
す
所
三
プ
ケ
所
、
そ

し
て
昨
年
安
永
九
年
菅
生
・
長
橋
よ
り
下
沖
の

横
尾
一
つ
、
横
尾
二
つ
へ
一
一
手
所
始
め
て
打
ち

岡
田

近
世
越
前
に
お
け
る
越
前
岬
以
北
の
し
い
ら
漬
漁
場
争
い
に
つ
い
て

入
れ
し
た
も
の
で
あ
る
。

御
料
玉
川
と
蒲
生
の
両
浦
に
限
り
沖
漬
を
し
て

来
た
等
と
は
ど
こ
の
浦
人
も
見
聞
き
し
て
な
い
。

② 

横
尾
一
つ
、
二
つ
と
言
う
山
糸
地
は
、
菅
生
よ

り
和
布
沖
に
限
っ
て
言
う
の
で
あ
っ
て
外
浦
に

は
右
の
糸
地
山
は
鉱
山
。

O
「
地
付
根
付
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
聞

い
た
事
の
な
い
珍
語
で
あ
る
。
ど
の
様
な
意
味

か
わ
か
ら
な
い
。

山
糸
地
に
つ
い
て
八
ケ
浦
は
改
め
て
説
明
し
、

関
係
浦
々
の
山
糸
地
の
名
称
を
挙
げ
往
古
か
ら

の
定
法
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と

。
山
糸
地
と
は
北
国
筋
浦
々
に
お
い
て
は
一
浦

一
浦
に
山
糸
地
の
極
ま
り
が
あ
り
、
猟
舟
な
ら

び
に
商
船
な
ど
回
船
筋
一
統
そ
の
山
糸
地
を
見

当
て
に
、
申
し
唱
え
往
来
し
て
い
る
も
の
で
あ

る。
往
古
か
ら
の
各
浦
々
の
定
法
山
糸
地
は

・
蒲
生
浦
み
つ
ぼ
山
則
ち
蒲
生
四
つ
ご

。

ほ
の
け
山
と
申
す
が
蒲
生
の
糸
地

莱
崎
浦

国
山
丸
山
笠
山
の
大
高
見

国
山
な
が
ご
二
枚
大
ず
い
半
中
か

小
丹
生
浦

れ
の
浜
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若
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郷
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五
十
四
巻
二
号

-
大
丹
生
浦

国
山
な
が
ご
二
枚
大
ず
い
片
合
の

方
の
明
方

枝
白
浜

大 小
中中
物物
出 出
しし

鮎
;11 

南
菅
生

横
尾
一
つ
大
高
見

横
尾
二
つ
大
ほ
の
け
た
を

横
尾
三
つ
大
高
見

-
長
橋
浦

・
松
陰
浦

蓑
浦

横
田
っ
た
を

和
布
浦

横
田
つ
小
い
ふ
た
ご

で
あ
る
、

そ
し
て
蒲
生
浦
の
主
張
を

「
鮎
川
、

大
丹
生
浦
、

小
丹
生
浦
、
大
味
、
莱
崎
五
ケ
浦

の
海
先
糸
地
山
と
申
す
は
笠
山
大
ず
い
中
半

大
ず
い
片
合
わ
せ
小
中
物
大
中
物
と
申
す
山

横
尾
一
つ
と
横
尾
二
つ
の
聞
に
入
れ
申
す

を所
存
に
御
座
候
哉
」
と
矛
盾
を
指
摘
し
て
い
る
。

③ 

蒲
生
よ
り
下
浦
筋
瀬
の
外
に
八
ケ
浦
の
漁
場
が

無
い
と
な
る
と
、

瀬
沖
は
残
ら
ず
蒲
生
浦
の
海

と
な
り
各
浦
々
は
毎
年
何
百
匁
の
海
役
を
上
納

し
て
い
る
訳
は
全
く
納
得
で
き
な
い
。
下
領

浦
々
は
一
浦
一
海
毎
に
境
を
立
て
支
配
を
し
た

い
と
思
う
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
菅
生
・
長
橋
か

ら
和
布
沖
ま
で
の
聞
に
蒲
生
鰭
漬
け
三
ヶ
所
打

ち
入
っ
て
い
る
が
、
取
り
払
い
方
仰
せ
付
け
て

、a
，

-z-lv者
一
，
-
ミ

、ν
J
J
'
J
/

司

4
4
C
ナ
J

し

④ 

瀬
内
瀬
沖
の
山
糸
地
は
漁
師
に
し
か
理
解
出
来

な
い
か
ら
八
ケ
浦
漁
師
と
蒲
生
浦
漁
師
が
直
接

会
っ
て
相
対
で
古
法
通
り
裁
き
方
に
つ
い
て
話

し
合
い
た
い
と
当
方
の
漁
師
共
は
言
っ
て
い
る
。

若
し
海
上
で
争
い
に
で
も
な
る
と
大
変
な
こ
と

に
な
る
の
で
言
上
す
る
次
第
で
あ
る
。

以
上
が
双
方
の
言
い
分
の
要
旨
で
あ
る
。

こ
の
争
論
で
の
問
題
点
は
、

見
」
は
「
浦
々
定
法
山
糸
地
」
で
は
南
菅
生
の
糸
地

に
定
め
ら
れ
て
い
る
に
拘
わ
ら
ず
、
蒲
生
浦
は
白
浦

の
糸
地
で
あ
り
地
付
根
付
の
海
先
で
あ
る
と
権
利
を

主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
横
尾
一
つ
大
高

一
般
的
に
は
地
付
根

あ

わ

び

さ

ざ

え

付
と
は
地
先
の
漁
業
権
お
よ
び
海
藻
・
飽
・
栄
螺

な
ど
磯
見
漁
権
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
蒲
生
浦
が
権
利
を
強
調
し
た
表
現
と
思
わ

れ
る
。

(
四
)
八
ヶ
浦
の
糸
地

浦
々
の
漬
場
は
各
浦
申
し
合
わ
せ
で
古
来
か
ら
糸

地
は
決
め
ら
れ
て
い
た
。
何
時
決
め
た
か
に
つ
い
て

は
記
録
が
な
い
か
ら
不
明
で
あ
る
。
天
明
元
年
辛
丑

八
月
の
「
浦
々
山
糸
地
往
古
以
来
定
跡
」
(
長
橋
小
林

表3

浦名 浦々山糸地往古以来定跡 人ヶ浦申立糸地定法

蒲生浦 真沖成方 四つご出シ みつぼ山即ち蒲生四つごほのけ山

菜崎浦 々 笠山出シ 国山丸山笠山の大局見

大味浦 々

小丹生浦 々 笠山持大すい半中 国山ながご一枚大ずい半中かれの浜

大丹生浦 々 大ずい片合明方 国山ながご一枚大ずい片合方の明方

白浜 々 小中物 小中物出し

鮎;11浦 々 大中物出シ 大中物出し

南菅生浦 々 横壱つ 横尾壱ツ大局見

北菅生浦 々 横壱つ 横壱ツ

長橋浦 々 横弐つ 横ーツ大ぼのけたを

松陰浦 々 横三つ 横二ツ大品見

蓑浦 々 横四つ 横四ツたを

和布浦 々 横四つ小ぶたがせ 横四ツ小いふたご

大味j甫は安永・天明の時代には既に漁猟を止めていたので、鰭漬糸地の記録はない。何時からかは不明。*註
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与
三
右
衛
門
文
書
)
と
八
ヶ
浦
再
応
答
書
の
糸
地
定

法
を
挙
げ
る
と
表
3
で
あ
る
。

各
浦
の
地
先
か
ら
成
(
西
北
西
)
の
方
向
見
通
し

で
あ
り
、
糸
地
山
を
見
当
て
に
し
て
い
る
。
蒲
生
浦

は
糸
地
山
「
四
つ
子
出
し
」
が
見
当
山
で
あ
る
。
こ

の
糸
地
線
上
に
そ
の
浦
の
鰭
漬
木
が
何
カ
所
も
設
置

さ
れ
る
。
「
右
者
浦
々
糸
地
山
古
来
よ
り
定
法
如
此

の
定
跡
は
申
立
内
容
と
重
な
り
相
違
は
な

御
座
候
」

し苫。
八
ケ
浦
再
応
答
書
に
は
「
浦
々
山
糸
地
往
古
以
来

定
法
図
」
が
添
付
さ
れ
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ

の
写
し
・
控
え
が
な
い
故
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。

な
お
、
図
2
に
表
示
さ
れ
て
い
る
糸
地
山
は
明
治
初

年
当
時
の
主
な
も
の
で
、
実
際
は
も
っ
と
広
範
囲
に

細
か
く
多
く
の
山
名
が
有
る
が
省
略
さ
れ
表
示
さ
れ

て
い
な
い
。
天
明
時
代
と
山
名
が
変
わ
っ
て
い
る
場

合
も
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
ま
ま
安
、
水
・
天
明
時
代
に

当
て
は
め
る
訳
に
は
い
か
な
い
。

7 

漁
村
と
し
て
の
蒲
生
浦
の
位
置
づ
け

元
禄
五
年
八
月
の
蒲
生
浦
は
「
当
浦
の
義
往
古
よ

り
猟
魚
持
生
々
候
、
御
年
貢
上
納
・
海
役
・
其
外
諸

は
、
え
な
わ

納
相
勤
め
渡
世
仕
来
り
申
候
」
浦
方
で
漬
漁
、
延
縄
、

一
本
釣
り
、
各
種
網
漁
、
磯
見
、
海
士
等
が
盛
ん
で

年
間
魚
が
獲
れ
る
漁
村
で
あ
る
。
田
方
五
石
余
、
畠

方
二
八
石
余
の
高
三
四
石
一
斗
八
升
余
福
井
藩
領
、

家
数
一

O
四
軒
、
沖
漁
舟
一
五
般
。
北
隣
の
菜
崎
浦

と
共
に
福
井
藩
へ
「
夏
土
用
中
=
一
四
十
里
の
沖
中
へ

乗
出
」
延
縄
で
の
猟
で
初
鱈
を
献
上
し
て
い
た
が
、

は
ま
ち

天
明
八
年
(
一
七
八
八
)
甲
楽
城
浦
の
鯨
と
引
き
替

え
に
な
っ
て
中
止
さ
れ
た
と
い
う
。

四
沖
漁
に
は
一
般
に
五
・
六
人
の
水
主
を
要
し
た
か

ら
九
O
人
近
く
の
猟
師
が
い
た
こ
と
に
な
る
。

か

わ

む

か

い

ご

し

ょ

の

ず

し

ま
た
、
敦
賀
川
向
両
浜
(
御
所
辻
子
、
唐
仁
橋
)

と
立
石
浦
が
手
繰
網
で
出
入
り
と
な
り
立
石
浦
の
元

禄
二
一
年
五
月
返
答
書
の
な
か
で
「
越
前
浦
ニ
ハ
か

ふ
ら
き
浦
・
ぬ
か
の
浦
・
高
佐
浦
・
く
り
や
浦
・
玉

川
浦
・
そ
う
浦
・
い
く
ら
浦
・
か
も
浦
、
若
狭
浦

ハ
早
瀬
浦
・
・
・
右
之
浦
々
底
縄
猟
相
や
め
近
年
よ

り
鰻
引
ニ
罷
出
候
、
云
々
」
(
万
根
秋
男
文
書
)
と
当

時
の
蒲
生
浦
の
底
縄
漁
(
延
縄
)
や
牒
引
(
手
繰
網
)

な
ど
沖
漁
に
つ
い
て
越
前
浦
々
等
の
状
況
に
も
触
れ

岡
田

近
世
越
前
に
お
け
る
越
前
岬
以
北
の
し
い
ら
漬
漁
場
争
い
に
つ
い
て

肴役舟は慶長18年の割

浦名
舟橋 肴役

浦名
舟橋 肴役

浦名
舟橋 肴役

浦名
舟橋 肴役

役舟 舟数(般) 役舟 舟数(般) 役舟 舟数(般) 役舟 舟数(般)

両佐浦 l 3 字ミ 00*' 3 13 小丹生浦 3*' 4 免羅浦 l 3 

くりや・茂原 l 1 たま川 1.5 7 大丹生浦 3 二国新保浦 2 13 

道口浦 2 8 左右浦 0.5 l 相川浦 2 宿浦 1.5 l 

大樟j甫*6 1 5 伊倉浦 1 3 す川i甫判 l 米ケわき 0.5 5 

小樟浦吋 I 4 かもj甫 3*1 9 長橋浦 1 3 北方j甫 2 4 

新保浦 2 9 くミさき l 松影浦 1 *3 2 安島 1 

宿浦 2 9 大み l 3 見の浦 3 崎 l 

越前諸浦の役舟<:福井市史・通史2>から抜粋引用表 4

蒲生・菜崎の舟橋役舟は 2i甫で3般

小丹生・大丹生・鮎川・南北菅生の舟橋役舟は 5j甫で3綾

松陰・蓑の舟橋役舟は 2i甫で l般

但し，舟なく候へ共さかなはつり(肴役割り当てについて)

海浦(宇ミ浦)は上海浦と下海浦の 2ヶi甫

大櫨浦は大樟浦、小檀浦は小樟浦

註牢 l

* 2 

* 3 
*4 

* 5 

* 6 
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号

8 

て
い
る
。

こ
の
時
代
各
浦
の
漁
業
は
急
速
に
発
達
し
越
前
・

若
狭
沖
漁
が
入
会
に
至
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

「
越
前
諸
浦
の
役
船
」
か
ら
丹
生
郡
・
坂
井
郡
関
係

を
掲
げ
る
と
表
4
の
通
り
で
あ
る
が
当
時
の
浦
々
の

お
お
よ
そ
の
規
模
を
反
映
し
た
も
の
で
蒲
生
浦
は
越

前
の
諸
浦
の
中
で
有
力
な
漁
村
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。大

丹
生
・
小
丹
生
浦
は
大
味
境
か
ら
鮎
川
境
ま
で

壱
里
(
一
一
ヱ
ハ
丁
)
あ
り
、
蒲
生
浦
の
海
岸
は
居
倉
境

よ
り
莱
崎
境
ま
で
一
O
丁
余
(
六
O
O
間
)
で
狭
陸

で
あ
る
と
、
下
領
八
ヶ
浦
は
再
応
答
書
の
な
か
で
指

摘
し
て
い
る
。
し
か
し
実
際
は
蒲
生
浦
の
海
岸
棋
は

二
三
丁
で
莱
崎
が
一
O
丁
で
あ
る
が
、
安
永
・
天
明

期
に
お
け
る
八
ケ
浦
漬
漁
と
、
以
前
か
ら
沖
漁
に
進

出
し
て
い
た
舟
持
船
頭
二
O
名
に
成
長
し
て
い
た
蒲

生
浦
漬
漁
、
と
の
漁
場
争
い
衝
突
は
必
然
的
で
あ
っ

た
。
田
畑
共
に
少
な
い
村
方
に
あ
っ
て
は
漁
猟
に
力

を
入
れ
、
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

五

越
前
に
お
け
る
沖
漁
、
漬
木
の
沖
漬
は
い
つ
頃

か
ら
始
ま
っ
た
か

(
一
)
沖
漁
に
つ
い
て

長
禄
四
年
(
一
四
六
O
)
の
川
野
浦
(
河
野
浦
)

納
所
注
文
(
万
禰
新
左
衛
門
家
文
書
)
に
惣
社
へ
の

納
所
分
に
白
米
・
あ
わ
・
か
れ
い
・
あ
わ
ぴ
等
の
外

に
鱈
が
み
え
る
。

文
明
八
年
(
一
四
七
六
)
一
一
一
月
廿
日
の
若
狭
御
賀

び
ぶ
つ

尾
浦
へ
の
請
取
節
季
御
美
物
事
に
「
鱈
拾
弐
唯

(
喉
)
」
と
あ
り
、
こ
の
時
代
既
に
贈
答
品
と
し
て
定

着
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
文
明
三
年
(
一
四

八
月
日
の
越
知
神
杜
文
書
「
山
方
分
年
貢
公

事
注
文
」
の
中
に
浦
の
納
所
と
し
て
「
し
ほ
(
塩
)
、

て
う
め
(
帳
和
布
)
、
た
は
ね
め
(
束
和
布
)
、
く
し

あ
わ
ひ
(
串
飽
)
、
さ
た
い
(
細
鯛
)
、
す
る
め
(
鰯
)
、

七と
ひ
う
を
(
飛
魚
)
、
ひ
た
い

(
塩
鱈
)
、
の
り
(
海
苔
)
、
お
う
う
を
見
か
き
(
大

魚
身
欠
)
、
さ
し
さ
ハ
(
刺
鯖
)
、
さ
は
(
鯖
)
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

浦
の
納
所
と
は
越
知
神
社
支
配
下
の
近
郷
浦
々
の

こ
と
で
あ
る
が
、
ど
こ
の
浦
か
特
定
は
困
難
で
あ
る
。

内
容
は
春
か
ら
八
月
の
夏
場
に
か
け
て
の
海
産
物
で

(
干
鯛
)
、
し
ほ
た
ら

あ
る
が
、
こ
の
時
期
大
魚
と
は
鰍
な
ど
が
有
る
が
や

は
り
、
鰭
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
代
の
鱈
漁
に
つ
い
て
は
釣
り
と
思
わ
れ
る
が
、

釣
り
糸
や
釣
り
針
が
技
術
的
に
は
江
戸
時
代
の
延
縄

に
近
い
水
準
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
当
時
の
越
前

若
狭
漁
業
は
先
進
的
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
事
が
推
察

で
き
る
。
十
三
世
紀
後
半
か
ら
十
四
世
紀
前
半
の
日

本
海
に
は
塩
・
海
産
物
・
農
産
物
を
積
ん
だ
津
々

浦
々
の
大
小
の
船
の
往
来
交
易
も
活
発
で
小
浜
・
敦

賀
・
三
国
湊
な
ど
形
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
従
っ

て
文
明
年
聞
に
は
既
に
立
網
・
大
綱
な
ど
も
使
用
さ

れ
て
い
た
か
ら
、
釣
漁
も
可
成
り
の
技
術
に
あ
っ
て

も
不
思
議
で
は
な
い
。

若
狭
湾
で
は
最
も
先
進
地
で
あ
っ
た
敦
賀
漁
師
町

の
延
縄
と
手
繰
の
沖
漁
は
慶
長
期
(
一
五
九
六
1
一

六
一
四
)
に
は
始
ま
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

「
寛
文

雑
記
」
に
元
和
元
年
(
一
六
一
五
)
頃
の
状
況
に
つ

い
て

「
当
地
よ
り
一
五
、
六
里
沖
ニ
市
小
鯛
井
赤
物

-
・
・
春
ニ
罷
成
へ
は
敦
賀
よ
り
二
十
里

沖
ヘ
罷
出
、
手
く
り
網
を
引
」
い
た
と
い
う
。

け
ふ
き
く
さ

寛
永
一
五
年
(
一
六
三
人
)
編
纂
の
「
毛
吹
草
」

む
し
か
れ
い

に
三
国
湊
の
特
産
と
し
て
鱈
・
蒸
牒
・
あ
ら
(
水

お

お

た

こ

な

ま

・
大
蛸
・
老
海
鼠
・
鮭
・

釣
申
候
、

深
五

O
M位
迄
に
生
息
)
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鱒
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
し
、
又
松
平
文
庫
「
世
譜
」

の
光
通
時
代
に
国
産
初
鱈
献
上
に
つ
い
て
明
暦
三
年

(
一
六
五
七
)
八
月
に
将
軍
へ
の
献
上
記
録
が
あ
る
。

一
箱
二
十
と
あ
る
か
ら
干
鱈
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
但
、

従
是
以
前
ニ
も
初
鱈
献
上
之
事
可
有
之
候
ヘ
共
御
記

録
類
ニ
不
詳
ニ
付
此
御
奉
書
を
以
初
而
御
献
上
之
書

法
ニ
准
し
記
之
」
と
あ
る
か
ら
、
明
暦
以
前
か
ら
献

上
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
生
鱈
献
上
に
つ
い
て

は
寛
文
二
年
(
一
六
六
二
)

れ
る
。

寒
中
両
度
生
鱈

隻ー
しー-

い月
わに
ゆ記
る載
御fが
寒工み
鱈fら

の
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
記
録
か
ら
判
断
す
る
と
、
越
前
岬
以
北
も

南
の
各
浦
と
同
様
蒲
生
浦
・
莱
崎
浦
・
白
浜
・
清
水

谷
な
ど
有
力
な
漁
村
で
は
寛
永
時
代
、
遅
く
と
も
承

応
以
前
(
一
六
五
二

1
一
六
五
四
)
に
は
沖
底
延
縄

漁
等
が
普
及
し
て
い
た
と
言
え
る
。

初
鱈
に
つ
い
て
は
、
正
保
四
年
か
ら
天
和
年
間
(
一

六
四
七

1
一
六
八
三
)
ま
で
と
思
わ
れ
る
米
ノ
玉
村

文
書
に
福
井
藩
か
ら
の
割
り
当
て
申
し
付
け
に
、
高

佐
浦
・
米
ノ
浦
で
は
小
舟
ば
か
り
で
道
具
も
な
く
鱈

猟
は
し
て
い
な
い
か
ら
下
浦
へ
依
頼
し
て
買
い
入
れ

9 

て
い
る
。
従
っ
て
大
変
迷
惑
し
て
い
る
、
と
訴
え
て

い
る
記
録
が
あ
る
。

初
鱈
の
漁
法
に
つ
い
て
天
保
九
年
九
月
の
申
し
合

わ
せ
文
中
に
、

「
古
来
よ
り
初
鱈
縄
は
え
漁
秋
半
土

用
過
よ
り
可
致
定
之
処
」
と
あ
り
蒲
生
浦
か
ら
和
布

浦
で
の
一

O
ヶ
浦
で
は
延
縄
漁
で
あ
っ
た
事
が
分
か

る
。
従
っ
て
鱈
、
練
、
鯛
、
は
ま
ち
な
ど
は
主
と
し

て
延
縄
に
よ
る
沖
漁
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
漬
漁
以
外

の
漁
場
は
、
原
則
と
し
て
沖
漁
は
入
会
(
共
同
)
で

あ
っ
た
。
尤
も
、
商
品
経
済
が
一
段
と
活
発
に
な
る

幕
末
の
文
政
の
頃
に
な
る
と
町
・
在
で
の
魚
の
需
要

増
や
漁
商
人
(
仲
買
人
兼
親
方
)
に
よ
る
前
貸
し
資

し
こ
み

金
で
あ
る
仕
込
も
増
え
、
各
浦
々
で
も
漁
業
に
一
段

と
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
先
沖
合
で
は
今
ま

で
の
慣
行
浦
法
を
破
る
動
き
が
出
て
他
浦
に
対
し
入

会
を
排
除
規
制
す
る
動
き
が
出
て
く
る
。

天
保
元
年
(
一
八
三

O
)
三
月
に
蒲
生
浦
・
莱
崎

浦
が
大
丹
生
・
鮎
川
・
南
菅
生
・
長
橋
・
蓑
浦
・
松

陰
・
和
布
の
各
浦
か
ら
「
是
迄
ハ
沖
漁
入
会
ニ
致
来

候
得
共
、
向
後
当
両
浦
之
は
え
縄
之
分
ハ
小
丹
生
浦

大
森
境
よ
り
下
も
方
へ
参
、
は
へ
縄
致
ス
間
敷
」
と

申
し
懸
け
ら
れ
出
入
り
と
な
る
。
そ
し
て
蒲
生
・
莱

崎
の
両
浦
は
同
月
末
に
鮎
川
浦
に
、
は
ま
ち
網
・
鯛

網
・
小
鯛
網
等
の
時
期
は
延
縄
は
し
な
い
旨
一
札
を

入
れ
る
事
と
な
る
。

岡
田

近
世
越
前
に
お
け
る
越
前
岬
以
北
の
し
い
ら
漬
漁
場
争
い
に
つ
い
て

沖
漬
に
つ
い
て

鱈
沖
漬
は
、
蒲
生
浦
返
答
書
に
「
舟
路
道
法
一
八

里
」
ば
か
り
乗
り
出
し
た
場
所
と
言
っ
て
い
る
か
ら

磯
漬
か
ら
は
蓬
か
に
遠
く
肉
眼
で
は
見
え
な
い
と
こ

( 

一一) 

ろ
と
な
る
。
明
治
一

O
年
前
後
と
思
わ
れ
る
白
浜
浦

の
幅
漬
木
絵
図
(
図
4
)
で
は
山
本
三
四
郎
漬
場
下

山
笠
山
・
上
山
大
高
見
が
最
も
遠
方
で
一
七
里
半
で

あ
っ
た
。

蒲
生
浦
に
近
い
左
右
浦
と
玉
川
浦
の
海
論
を
通
じ

沖
漬
に
つ
い
て
、
そ
し
て
浦
法
と
の
関
係
に
つ
い
て

考
え
た
い
。

左
右
浦
と
玉
川
浦
の
延
宝
五
年
(
一
六
七
七
)
の

鰭
漬
場
争
い
で
玉
川
浦
は
漬
に
つ
い
て
「
漬
と
申
は

沖
に
て
鰭
を
釣
申
企
に
て
御
座
候
、
六
月
時
分
よ
り

大
縄
を
捧
へ
海
底
へ
砂
俵
を
お
も
り
に
入
れ
、
う
け

(
浮
き
)
に
は
桐
木
を
仕
り
、
海
に
漬
置
申
事
に
て

寛
文
二

御
座
候
」
と
説
明
し
「
以
前
(
六
年
前

年
・
一
六
七
こ
敦
賀
手
繰
網
舟
之
出
入
に
付
、
諸

か
み

浦
(
玉
川
よ
り
上
)
の
途
地
山
を
相
改
、
無
紛
所
を

絵
図
に
仕
、
御
公
儀
へ
上
浦
よ
り
指
上
置
申
候
」
と

言
上
し
て
い
る
。
こ
れ
は
越
前
宿
浦
、
新
保
浦
の
海

先
や
各
浦
の
漬
木
の
海
域
ま
で
敦
賀
沖
漁
が
進
出
し

鰭
漬
け
漁
場
荒
ら
し
が
深
刻
に
な
っ
た
た
め
、
寛
丈
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一
一
年
米
ノ
浦
か
ら
玉
川
浦
閉
ま
で
の
各
浦
が
集
ま

り
改
め
て
糸
路
の
場
所
確
認
を
申
し
合
わ
せ
藩
に
糸

地
絵
面
改
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
こ
の

事
は
、
越
前
各
浦
の
沖
漬
が
寛
丈
時
代
以
前
か
ら
既

に
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

左
右
浦
の
延
宝
五
年
巳
一

O
月
一
一
一
日
返
答
書
に

「
先
年
は
左
右
浦
大
所
之
由
承
伝
候
得
共
、
次
第
二

船
頭
退
転
仕
舟
数
も
無
御
座
候
故
、
近
年
は
手
寄
近

き
所
五
六
里
斗
の
内
に
漬
打
申
候
、
(
中
略
)
左
右

浦
よ
り
沖
遠
く
出
申
事
近
年
希
に
御
座
候
、
玉
川
浦

は
大
所
に
て
次
第
に
舟
数
多
罷
成
申
に
付
て
、
沖
遠

お

っ

か

い

と

じ

く
罷
出
猟
仕
候
へ
ば
、
自
然
左
右
浦
の
大
塚
居
途
路

の
内
、
遠
沖
を
盗
漬
打
申
候
事
も
不
存
候
、
此
上
は

御
検
使
を
被
成
立
自
今
以
後
は
左
右
浦
の
途
地
へ
の

縦
何
十
里
沖
に
て
御
座
候
共
、
押
領
不
仕
候
様
ニ
被

成
仰
付
可
下
候
御
事
」
と
訴
え
て
い
る
。
以
前
は
左

右
浦
は
沖
漬
し
て
い
た
が
、
今
で
は
玉
川
浦
は
左
右

浦
の
糸
地
大
塚
の
沖
漬
場
の
盗
漬
を
し
て
い
る
と
申

し
立
て
て
住
め
て
い
る
。

こ
れ
は
漬
に
つ
い
て
は
、
遠
沖
で
あ
っ
て
も
入
会

を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
糸
地
の
見
通
し
線
上

は
そ
の
浦
の
権
利
を
認
め
て
い
る
の
が
古
来
か
ら
の
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浦
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

鰭
沖
漬
に
つ
い
て
蒲
生
浦
は
返
答
書
の
中
で
「
御
料

玉
川
浦
と
当
浦
の
外
、
決
し
て
鰭
猟
沖
漬
の
儀
無
御

座
候
」
と
申
し
立
て
し
て
い
る
が
当
時
の
認
識
と
し

て
は
間
違
っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

漬
場
の
拡
大
発
展
と
浦
法
と
の
関
係

越
前
若
狭
で
鰭
の
最
も
古
い
記
録
と
し
て
文
明
年

間
(
一
四
七
0
年
代
)
の
大
音
文
書
に
「
し
い
ら
五

(
却
)

こ
ん
」
と
あ
る
。
漬
で
獲
っ
た
も
の
か
ど
う
か
不
明

で
あ
る
が
、
既
に
こ
の
時
代
に
は
漁
獲
さ
れ
て
い
た

-'-，、の
で
あ
る
。

鰭
漬
に
つ
い
て
最
も
古
い
記
録
は
、
正
保
二
年
(
一

六
四
五
)
に
左
右
浦
が
上
梅
浦
太
郎
右
衛
門
に
漬
場

を
貸
し
た
と
あ
る
。
左
右
浦
と
玉
川
浦
が
鰭
漬
場
で

争
い
に
な
り
左
右
浦
の
再
応
答
書
(
延
宝
五
年
二
ハ

七
七
年
)
に
「
大
塚
山
目
当
長
山

二
子
両
所
は
、

コ
三
年
以
前
に
三
年
之
間
上
梅
浦
太
郎
右
衛
門
と
申

者
に
貸
申
候
」
と
あ
る
。
従
っ
て
寛
永
時
代
に
は
既

に
各
地
で
漬
漁
は
普
及
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

鰭
漬
・
鰍
漬
な
ど
の
漬
漁
は
こ
の
糸
地
地
先
見
通

し
線
上
に
瀬
の
内
・
瀬
の
外
(
瀬
沖
)
を
問
わ
ず
間

隔
を
お
い
て
何
カ
所
か
の
漬
場
を
定
め
漁
場
と
し
た
。

従
っ
て
必
要
が
あ
れ
ば
当
然
一

O
数
里
離
れ
た
沖
に

岡
田

近
世
越
前
に
お
け
る
越
前
岬
以
北
の
し
い
ら
漬
漁
場
争
い
に
つ
い
て

も
漬
木
を
入
れ
た
の
で
あ
る
。

漁
場
に
漬
木
を
打
入
れ
る
に
は
資
力
と
労
力
を
要
し

た
た
め
浦
共
同
体
と
し
て
す
る
か
、
資
力
の
有
る
親

方
・
船
頭
の
中
に
は
希
望
者
が
村
に
請
料
を
払
っ
て

漁
業
権
を
借
り
請
け
、
漬
木
漁
を
し
た
。

長
い
年
月
に
は
浦
が
年
貢
等
で
財
政
的
に
難
渋
し

た
と
き
、

一
つ
一
つ
の
漬
場
そ
の
も
の
が
売
買
の
対

象
と
な
り
、
村
か
ら
個
人
の
財
産
と
し
て
移
っ
て
い

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
浦
・
個
人
支
配
の
漬
場
は

一
七
世
紀
中
頃
の
正
保
年
聞
に
は
村
内
を
越
え
て
他

浦
の
者
に
も
賃
貸
借
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
村
内

に
希
望
者
が
い
な
け
れ
ば
他
浦
の
者
に
貸
す
の
は
や

む
を
得
な
い
、
又
他
浦
の
者
に
は
売
買
禁
止
(
元
禄

一
一
一
年
)
と
申
し
合
わ
せ
で
あ
っ
た
が
、
個
人
支
配

が
進
み
一
人
世
紀
と
時
代
が
下
が
る
と
大
丹
生
浦
・

北
菅
生
浦
な
ど
浦
方
に
よ
っ
て
は
村
内
の
規
制
も
守

ら
れ
な
く
な
り
(
延
享
一
一
一
年
)
、
他
浦
の
者
に
も
永
代

売
買
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

漬
漁
場
の
支
配
権
(
所
有
)
が
売
買
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
と
浦
法
の
制
約
の
無
い
権
利
と
し
て
流
通
さ

れ
、
浦
法
に
基
づ
い
た
糸
地
定
法
の
機
能
を
変
質
さ

せ
瀬
沖
に
お
け
る
蒲
生
浦
沖
漬
の
申
分
に
都
合
の
よ

い
影
響
を
与
え
る
要
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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若
越
郷
土
研
究

五
十
四
巻
二
号
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そ
れ
ぞ

ーれ
札の
之事
事室例

① 

2 
挙
げ
る
と

例
① 

但実
正
也 よ

こ
お
壱
つ

ほ
の
け
午
年
髄
ニ
か
り
申
所

何
時
成
と
も
貴
様
つ
け
木
御
う
ち
被
成
候

者
急
度
相
渡
可
申
候
、
其
時
我
等
も
何
ニ
か
の
儀
申

間
敷
候
・
・
中
略

承
応
弐
年
(
一
六
五
三
)
午
六
月
廿
八
日

か
も
浦
孫
左
衛
門
(
花
押
)

大
丹
生
浦

助
右
衛
門
殿

ま
い
る

(
お
)

一
札
之
事

助
右
衛
門
鰭
つ
け
場
売
被
申
候
ニ
付
、
則
私
相

対
ニ
て
買
申
候
、
就
夫
嬬
つ
け
場
他
領
村
江
口
入
仕

売
申
間
敷
旨
、
堅
村
庄
や
よ
り
被
申
渡
憧
承
届
申
候
、

左
様
成
儀
ハ
曽
テ
不
仕
候
、
尤
此
以
後
も
内
所
ニ
て

此
つ
け
場
他
村
売
申
間
敷
、
尚
又
壱
年
貸
し
ニ
も
居

浦
舟
持
衆
へ
か
り
候
歎
承
、
居
浦
ニ
望
無
之
候
ヘ
ハ
、

他
村
へ
壱
年
か
し
ニ
も
か
し
賃
其
上
証
文
取
か
し
可

申
候
、
為
後
日
一
札
何
而
如
件

元
禄
拾
弐
年
(
一
六
九
九
)

卯
十
二
月
廿
四
日

例
② 

大
丹
生
浦

八
兵
衛
(
印
)

倒
③ 

(
出
)

鰭
つ
け
定
一
札
之
事

と
じ

横
尾
二
つ
小
し
ゃ
う
黒
子
上
也

右
(
漬
)
木
之
場
貴
様
御
望
ニ
付
永
々
売
渡
し
申
候
、

則
代
銀
請
取
御
公
儀
様
江
当
寅
ノ
御
年
貢
ニ
上
納
仕

候
処
実
正
ニ
御
座
候
、
然
上
者
末
々
御
支
配
被
成
候

儀
一
言
申
分
無
御
座
候
・
・
中
略

延
享
三
年
(
一
七
四
六
)

大
丹
生
浦
本
人

寅
十
月
日

請
人
長
百
生

五
郎
兵
衛
(
印
)

孫
右
衛
門
(
印
)

藤
右
衛
門
(
印
)

同

庄
や

長
橋
浦市

右
衛
門
殿

長
百
姓
・
庄
屋
が
請
人
と
な
り
他
浦
の
者
に
永
代
販

売
さ
れ
た
。
こ
れ
は
自
ら
先
規
を
破
っ
た
こ
と
に
な

り
、
買
い
受
け
た
者
は
浦
法
の
規
制
を
受
け
な
い
こ

と
と
な
る
。

天
明
の
頃
と
も
な
る
と
鰭
や
鰍
漬
場
は
各
浦
々
の

糸
地
上
に
は
他
浦
の
者
の
所
有
漬
場
や
賃
貸
借
の
漬

場
が
入
り
交
じ
り
、
又
他
浦
の
地
先
沖
に
拘
わ
ら
ず

漁
獲
に
支
障
が
な
い
と
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
蒲
生
浦

等
の
沖
漬
も
か
な
り
有
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
小
丹
生

-
大
丹
生
の
両
浦
が
瀬
之
外
に
鰍
漬
を
し
た
い
と
奉

行
所
に
出
し
た
願
書
の
な
か
で
「
是
ま
て
ハ
私
共
瀬

之
外
へ
付
木
も
入
不
申
候
問
、
指
当
テ
邪
魔
ニ
相
成

(
お
)

申
儀
も
無
御
座
候
間
其
分
ニ
指
置
申
候
」
と
認
め
て

い
る
。
今
回
八
ケ
浦
が
訴
え
て
い
る
大
丹
生
浦
・
小

丹
生
浦
地
先
の
中
ノ
物
か
れ
の
浜
、
な
ら
び
に
菅
生

-
長
橋
よ
り
下
沖
の
横
尾
一
つ
・
二
つ
の
漬
場
は
い

ず
れ
も
瀬
の
外
の
沖
漬
の
場
所
で
あ
る
。
瀬
の
外
海

で
の
無
断
沖
漬
と
瀬
内
の
漬
漁
と
の
衝
突
は
必
然
的

で
あ
っ
た
。

次
の
文
書
は
当
時
の
入
交
じ
っ
て
い
る
漬
場
の
状

況
が
無
断
沖
漬
を
し
や
す
い
事
を
示
唆
し
て
い
る
。

天
明
元
年
(
一
七
八
一
)
間
五
月
南
菅
生
浦
・
北

菅
生
浦
・
長
橋
浦
・
松
陰
浦
・
蓑
浦
・
和
布
浦
の
六

ケ
浦
が
蒲
生
浦
の
地
先
無
断
沖
(
横
尾
壱
つ
・
横
尾

弐
つ
)
漬
に
対
し
願
書
の
中
で
「
瀬
之
内
ニ
而
ハ
往

昔
よ
り
浦
々
ニ
銘
々
持
分
有
之
候
問
、
毎
年
請
卸
シ

仕
付
木
入
申
候
、
時
二
よ
り
永
代
売
買
ニ
も
仕
来
り

候
故
色
々
入
交
り
有
之
候
、
右
之
筋
合
を
以
た
と
へ

瀬
之
外
ニ
而
茂
浦
々
之
糸
地
山
与
申
者
御
座
候
得
ハ
、

他
浦
糸
地
へ
無
断
我
が
億
二
付
木
入
申
不
仕
筈
ニ
御

座
候
」
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蒲
生
浦
沖
漬
の
不
法
侵
入
に
対
し
下
領
奉
行
所
の

裁
定
結
果
は
不
明
で
あ
る
が
、
蒲
生
浦
が
往
古
か
ら

支
配
し
て
い
る
と
の
主
張
に
は
違
法
で
あ
る
か
ら
直

ち
に
排
除
と
の
裁
定
は
簡
単
に
は
出
来
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

(
描
)

天
明
二
年
と
思
わ
れ
る
丈
書
に
、
大
丹
生
浦
の
漬

ま
た
ぞ
ろ

場
二
ヶ
所
が
蒲
生
浦
の
漬
場
に
又
候
入
り
込
ん
で
い

る
と
蒲
生
浦
か
ら
訴
え
て
い
る
文
書
が
あ
る
。
こ
の

中
で

「
猟
場
境
正
敷
く
儀
者
去
年
来
よ
り
委
細
申
上

候
趣
ニ
御
座
候
、

尤
去
年
来
ハ
八
ケ
浦
一
同
出
入
等

-
か
た
り
あ
い

取
組
候
様
子
ニ
御
座
候
得
共
唯
今
之
形
リ
ム
口
ニ
而
者
、

敢
市
八
ケ
浦
よ
り
当
浦
対
し
申
分
可
仕
様
子
ニ
も
相

見
不
申
候
得
共
云
々
」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は

裁
決
が
未
だ
さ
れ
な
い
現
状
に
、

八
ケ
浦
は
そ
れ
以

上
の
申
分
は
せ
ず
認
め
て
い
る
と
蒲
生
浦
が
申
し
立

て
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
る
。
蒲
生
浦
沖
漬
け
を
蒲

生
地
先
の
み
に
限
定
す
れ
ば
蒲
生
浦
の
漁
業
が
致
命

的
に
な
る
程
に
盛
ん
で
あ
っ
た
事
に
な
る
。

お
わ
り
に

糸
地
と
漬
場
の
関
係
で
は
、
儒
漬
場
の
売
買
は
漬

場
そ
の
も
の
が
流
通
経
済
の
対
象
に
な
り
糸
地
の
浦

13 

定
法
を
損
な
う
素
地
を
生
じ
た
と
い
え
る
と
、
そ
し

て
鰭
漬
の
発
展
が
封
建
的
な
浦
法
の
規
制
を
崩
す
作

用
を
持
っ
た
と
こ
の
争
論
を
通
じ
読
み
取
れ
る
と
思

、つノ
O

あ
く
ら

江
戸
時
代
も
一
般
的
に
権
利
の
上
に
胡
座
を
か
い

て
い
る
事
に
つ
い
て
は
、
現
在
と
同
じ
く
そ
の
主
張

を
認
め
な
い
か
制
限
を
つ
け
る
か
し
て
い
る
。
明
治

一
O
年
頃
作
成
の
玉
川
浦
か
ら
南
菅
生
浦
の
漬
場

(
七
二
ヶ
所
)
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
鰭
漬
木

(
幻
)

場
山
当
図
は
箇
所
毎
に
位
置
と
所
有
者
が
記
入
さ
れ
、

然
も
浦
々
と
背
景
の
山
名
も
記
入
さ
れ
て
い
る
大
変

貴
重
な
図
面
で
有
る
。
漬
場
の
位
置
な
ら
び
に
所
有

者
は
大
部
分
江
戸
時
代
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
と
思

わ
れ
る
。

そ
の
様
に
考
え
る
と
天
明
時
代
か
ら
明
治
一

O
年

迄
の
百
年
近
く
の
聞
で
各
漬
場
は
大
き
く
様
相
を
変

え
、
鮎
川
・
大
丹
生
・
小
丹
生
に
は
漬
場
所
有
者
が

い
な
く
地
先
は
他
浦
の
所
有
者
が
占
め
、
南
菅
生
・

白
浜
・
莱
崎
は
全
部
個
人
所
有
と
な
り
、
し
か
も
蒲

生
浦
関
係
者
が
二
五
ヶ
所
の
多
数
の
漬
場
(
福
井
市

史
五
章
四
節
)
を
占
め
て
い
る
事
は
、
天
明
時
代
の

蒲
生
の
沖
漬
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
な
く
共
存
で
き
る

形
で
そ
の
後
も
連
綿
と
続
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

岡
田

近
世
越
前
に
お
け
る
越
前
岬
以
北
の
し
い
ら
漬
漁
場
争
い
に
つ
い
て

キ
ヱ

(1)
欣
浄
寺
文
書
八
ヶ
浦
願
書
之
事
、
蒲
生
浦
返
答
書

願
書
之
事
、
人
ヶ
浦
再
返
答
言
上
候
事

(
2
)
越
前
町
史
(
続
)
一
一
一
O
鰭
漬
漁
業

(
3
)
大
音
正
和
家
文
書
県
史
資
料
8

(4)
敦
賀
郡
史
第
六
節

(
5
)
小
林
与
三
右
衛
門
家
文
書
天
明
元
年
間
五
月
「
乍

恐
口
上
書
を
以
願
奉
候
」

(
6
)
青
木
喬
文
書
安
永
九
年
子
六
月
「
相
渡
申
一
札
之

事
」
、
子
七
月
「
乍
恐
口
上
書
を
以
願
奉
侯
」
、
子
一
一
月

「
乍
恐
口
書
を
以
御
達
申
上
候
」
(
越
廼
村
誌
資
料
編
)

(
7
)
青
木
喬
文
書
元
禄
五
年
申
ノ
八
月
「
乍
恐
書
付
を

以
御
訴
訟
言
上
」
(
越
廼
村
誌
資
料
編
)
、
越
前
国
名
蹟
考

(
8
)
日
本
漁
業
経
済
史
中
の
2
羽
原
又
吉
二
十
三
章

(9)
若
狭
漁
村
史
料
一
一
一
四
大
音
文
書

(
日
)
福
井
県
史
資
料
5

(
日
)
日
本
社
会
の
歴
史
中
網
野
善
彦
著

(
ロ
)
越
前
若
狭
湾
の
海
村
と
地
域
社
会
岡
田
孝
雄
著

(
日
)
県
史
通
史
4

(
H
)
玉
村
九
平
文
書
卯
十
月
「
乍
恐
御
訴
訟
申
上
候
」

(
日
)
川
端
哲
雄
文
書
天
保
九
成
年
九
月
「
浦
々
漁
舟
締

方
証
文
」
(
福
井
市
史
資
料
8
)

(
凶
)
松
田
三
左
衛
門
文
書
天
明
元
年
間
五
月
「
は
え
縄

漁
ニ
付
蒲
生
・
莱
崎
両
浦
願
書
」
(
福
井
市
史
資
料

8
)
 

(
口
)
松
田
=
一
左
衛
門
文
書
寅
閏
三
年
「
乍
恐
以
口
上
書

泰
願
上
候
L

・
文
政
二
二
寅
閏
三
月
「
相
究
申
為
取
替
一
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五
十
四
巻
二
号

札
之
事
」
(
福
井
市
史
資
料
8
)

(
川
崎
)
佐
藤
徳
治
郎
文
書
巳
九
月
「
謹
て
口
書
言
上
」
(
越
前

町
史
上
)

(
ゆ
)
佐
藤
徳
治
郎
文
書
巳
一

O
月
一
一
一
日
「
乍
恐
以
書

付
を
返
答
申
上
候
」
(
越
前
町
史
上
)

(
却
)
大
音
文
書
一
一
一
七
・
・
若
狭
漁
村
史
料

(
幻
)
前
掲
佐
藤
徳
治
郎
文
書
己
一

O
月
一
一
一
日
「
乍
恐
以

書
付
を
返
答
申
上
候
」

(
辺
)
万
祢
茂
兵
衛
文
書
(
県
史
資
料
3
)

(
お
)
万
祢
茂
兵
衛
文
書
(
県
史
資
料
3
)

(
M
)
小
林
与
=
一
右
衛
門
文
書
(
福
井
市
史
資
料
8
)

(
お
)
青
木
喬
文
書
天
明
元
年
丑
閏
五
月
日
「
乍
恐
口
書

を
以
御
達
申
上
候
」
(
越
廼
村
誌
資
料
編
)

(
お
)
青
木
喬
文
書
寅
六
月
「
乍
恐
口
上
書
を
以
奉
願
候
」

(
越
廼
村
誌
資
料
編
)

(
幻
)
蒲
生
青
木
喬
家
所
蔵

図
関
連
)

14 

福
井
市
史
・
漁
場
図

(
P
2
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